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平成 22 年 11 月 12 日 

各      位 

会 社 名 旭 松 食 品 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 木下 博隆 

（コード 2911 大証第２部） 

問合せ先 執行役員経理部長 足立 恵 

（TEL．06－6306－4121） 

 

特別損失の発生及び平成 23 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と 

決算値との差異、並びに通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

平成 23 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 22 年４月 1 日～平成 22 年９月 30 日）において、

特別損失が発生いたしましたのでお知らせいたします。 

また、平成 22 年８月 10 日に公表いたしました平成 23 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 22

年４月１日～平成 22 年９月 30 日）の業績予想値と決算値との差異、並びに平成 23 年３月期通期の業

績予想の修正につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 
 
 

記 

 
１．特別損失の計上について 

平成 22 年５月に閉鎖し、遊休となっております埼玉工場について、今後の当社での利用見込み

がないことから、売却又は賃貸を行うこととしております。当第２四半期連結累計期間において

昨今の不動産市況から売却提示額を決定し、簿価と当該提示額までの差額を減損損失として、２

億円計上いたしました。 

 
 
２．平成 23 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と決算値との差異 

 （平成 22 年４月 1日～平成 22 年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円        円  銭

前回発表予想（Ａ） 7,400 △80 △80 △120 △13.10

今 回  実 績（Ｂ） 7,298 106 105 △137    △14.98

増   減   額（Ｂ－Ａ） △102 186 185 △17     －

増   減   率（％） △1.4 － － －     －

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年３月期第２四半期） 
8,304 △252 △269 △307    △33.58

 
 
［差異の理由］ 

 売上高は、前回予想よりも１億２百万円下回りましたが、製造原価の低減、工場閉鎖による固定
費の圧縮などにより、営業利益、経常利益は黒字転換いたしました。しかしながら、四半期純利益
につきましては減損損失の計上により予想数値を下回ることとなりました。 
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３．平成 23 年３月期通期連結業績予想値の修正（平成 22 年４月 1日～平成 23 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想（Ａ） 15,200 100 100 0 0.00

今回修正予想（Ｂ） 15,000 200 200 0 0.00

増   減   額（Ｂ－Ａ） △200 100 100 0 － 

増   減   率（％） △1.3 100.0 100.0 － － 

（ご参考）前期通期実績 
（平成 22 年３月期） 

17,346 △45 △74 △178 △19.45

 
 
［修正の理由］ 

 売上高は、販売競争が更に激化すると思われ、前回予想を２億円下回る見込みであります。しか
しながら、営業利益、経常利益は、今後とも徹底した原価低減、固定費削減により前回予想を上回
る見込みです。当期純利益は、今回発表の減損損失はありますが、上記各施策により吸収する見込
みであり、前回予想数値の修正は行っておりません。 
 
 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は、

今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以上 


